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本願寺　逢　せ

ヰくD依It甘って
筋無力症友の会　　橋本　秀子

私のお墓の前で　泣かないでください
そこに　私は　いません　眠ってなんかいません

千の風に　千の風になって
あの大きな空を　吹きわたっています～　♪

去年の紅白歌合戦で初めて聞いたこの歌はとても感動的でした｡
そして､長髪をなびかせて朗々と歌う､秋川雅史さんの姿｡美声に
胸打たれた方も少なくないでしょう｡
原詩は作者不明の英語で書かれた12行の詩でニューヨーク同時?
発テロの追悼集会やマリリンモンローの25回忌の時などで朗読され
ていたかなり有名な詩だそうです｡それに新井満さんが日本語訳詩
とメロディーをつけ､秋川さんの歌声によって広まっていきました｡

詩の解釈については様々あると思いますが､私はこの歌を口ずさ

むとなっかしい静かな気持ちになり､自然と亡き父に語りかけてい
ます｡ ｢そちらの居心地はいかがですか?｣って｡
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第34回　難病患者･障審者と家族の
全道集会に参加して

支部事務局長(i B D部会)　　阿部　雄二郎

8月4　日(土)､ 8月　5　日(日)の2　日間､札幌で開催された全

道集会に参加してきました｡
ぁれは5年位前になるのでしょうか､右左以前､釧路で開催され
た全道集会には参加したことがあるのですが､他都市では初参加で
あり､どのようなものであるか興味津々でした｡

アトラクションで女性シンガーが｢千の風になって｣等を歌った

●)､難病連代表理事の高田秦-さん(IBD部会)の挨拶なども印象

深かったのですが､なんと釧路からリウマチ部会の今野悦夫さんが
患者としての体験発表をされてびっく　りしました｡今野さんには難

病連釧路支部副支部長としていつもお世話になっており､その際に
は冗談を交えて話をしてくださることが多く病気がつらいという素

振りはぜんぜん見せない方なのですが､発表では自身の乗り越えて
きた悩み苦しみを訴え､やはり私たち難病患者の抱える悩みが深い
ものであることを再認識しました｡
1日目はその後全国難病センター-研究会会長による記念講演など
で終わりました｡その後､私はIBDの仲間たちと大通公園のビアホ
ールで高田代表たちと夏を楽しませてもらいました｡天気は雨だっ

たのが少し残念でしたがビールは美味しかったです｡ 2　日目は各分

～:
会に分かれて講演等が行われ､ IBDでは札幌厚生病院の薬剤師さ
に講演をしていただき､とても好評でした

その後は反省会でホーテルの喫茶店に行き､ 宜意義な話し合いがで
きました｡ 2日間はあっという間に過ぎ､充実した時間をすごすこ

とができ感謝しております｡次に釧路で開催されるのはいつになる
かわかりませんが､その際は私もがん-ぱーって協力したいと思ってい
ます｡
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･適naili警ふれあい広冨芸hS,Eh…Lo三青田典子

去る6月23 (土)､ 24 (日)に行われたふれあい広場に5年ぶり

に参加しました｡釧路支部は食の広場でコーヒー､ジュースを販売

しました｡当日の参加者は各部会より8名､ボランティアさん5名

で楽しく売り子をしてきました｡

昨年に比べ売上も伸びたようで反省会では万々歳!｡ 5年前の参加
ではまだ難病連専属ボランティア｢ほほえみ｣さんがいなかったの

ですが､今回は本当に助かりました｡ 1日中立ち仕事は結構大変で､

すぐ椅子に座りたくなる私としてはボランティアさんのありがたさ
をつくづく味わった1日でした｡　　　　　　　　　　　　　　　●

他の団体とも交流出来て､参加して楽しい支部の行事です｡バザ
ー有り､沢山の食の広場有り､ステージも見所一杯です｡来年以降

沢山の皆さんの参加をお待ちしています｡



ベーチェット病友の会　　尾崎　友子

今年の夏は地域温暖化の影響か猛暑が続き､大変な夏でしたね｡
80年ぶりに気温が書き換えられたとか･･･｡ようやく秋の気配が感じ

られる今日この頃です｡去る9月2日､阿寒町公民館を会場に今年
の合同レクが開催されました｡各支部から参加された54名の方々と

共に健康づく　りという事で､今大好評の｢ふまねっと｣を行いまし
た｡指導に当たった講師の特定非営利法人地域健康づく　り支援会ワ
ンツースリーの鍵市篤史先生と､サポーターの女性6名の方達から

の丁寧なご指導を受け､転倒防止の運動をしっかりと学んできまし

職と｡手と足を動かすバランスが少し難しかったかな?　3グループ
に別れ､個別指導もして頂きながら1人1人皆頑張って､ワンツー
スリーをしっかりと身に付けて来ました｡楽しい楽しい1日でした0

昼食は地元阿寒女性ボランティアの方々の手作りカレーライスでし
た｡とても美味しかったです｡おかわりをしながら沢山食べて､皆

さんいい笑顔でした｡昼食をすませ各支部とのお別れで､さような

らと声を掛けながら阿寒町を後にバスに揺られて帰路につきました0

来年は根室支部です｡又元気で参加しましょう｡金Ill路支部の皆さん
は1日元気に楽しんできました｡
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JPA 2007年始会･昏会請願行動　垂加報告

■ 5月2 7日(日) Ej本難病･疾耐雪体協議会(臥JPA)総会

言讃育英

｢患者の声をいかに国亮政策決定プロセスに反映させるか｣

乗京大学医療政策人材葡嘩伊藤雅沿一席
1 I.1 /

総芸　原舞奔書忍

参加妻拓§充芸

春風亭柳桜さんの落語

I 5月2 8Ej(月)国会謁売噺〒動

JPA2007年　国会書評集芸　衆議精算.一議員芸館

害朝斯ラ動

:把毎壷翼出議員の部屋を私署岩簿を手渡し要請

q参かロ者　針圧各支部　　渡β/J優子　等野悦夫

中標津支部　河股清太

写真右.国会柵原集会　伊藤たてお代表あいさつ

机には蕃類の山

写真下･仲野従兵事務所で

署名を手渡し要諦(応接室･秘書)

快諾､激励を受ける

~■ーうi r一㌔~　~二･p　　　一一一一-一.
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手管の真申禦P､ GL竺有季二華空車･讐代喪●

写真撮影･コメント

釧路支部　今野悦夫



全国の仲間の輪の大切さ

釧路支部　渡部小夜子

5月27日､東京晴海グランドホテルに於いて､ ∫ PA第3回総会

が開催されました｡総会に先立っての記念講演会では講師の東京大
学医療政策人材養成講座筆頭研究者､全国社会保険理事長伊藤雅治
氏による｢患者の声をいかに医療政策決定プロセスに反映させるか｣
のお話を聞き､私達の声を反映させる方針を研究者と患者団体が如
何に構築していくか､その大切さを少しですが認識できました｡

総会は各加盟58団体から83名が出席､議事が進められすべて承認
されました｡熱い議論の場面も多々あり､まして全国各地の特長の

●あるイントネーションの発言が飛び交っている時は､難病患者仲間
は正に全国にいる､こんな当り前の事を改めて実感しました｡パー

キンソン病･潰瘍性大腸炎が現行通りとされたのは､運動の大きな

成果であった報告もなされ実りある総会だったと思いました｡
翌28日は請願行動｡衆議院第-議員会館､会議場に約100名程の､

患者が集結｡各党から7名の議員､議員秘書34名もの方々が出席､

励ましのお言葉を頂きました｡全国からの署名は86万余輩との事0

仲間の切実な願いを届ける役目が課せられている責任を感じました0
本部の小田さん､釧路支部の今野悦夫さん､中標津支部の河股晴
太さんの4人で道選出議員の事務所を回り紹介議員のお願いを致し
ました｡すべて秘書の対応でしたが微妙な温度
です｡然し､冷たい飲み物をご馳走され親身に受

心強く議員会館を後にしま
i ､ -': i;j:.,/;-I.:"㌔:.;'∴L:_11!!!:'Ii･

大な数の署名の到着点｡
普段の活動の大切さと全
国の仲間との輪､秤が如
何に重要かを学んだ2　日

間でした｡

入会から30年､初参加
の請願行動でしたがこれ
からの活動に役立ててい
きたいと考えております｡

貴重な体験の機会を下さ
った皆様に御礼申し上げ
ます｡

たのも事実
お話を聞

=,L--_;-二-_-~璽

一㌦一一//

7津具-の要諦行動を終えて､行動報告書作成

-6　-

差



部　会　活　動

■小鳩会

活動報告と予定

市村　由紀子

5月27日(日)　総会　｢サンアビリティーズ釧路｣ 18家族の参加｡

釧路専門学校生により託児ボランティアの協力が
ありました｡

7月20日(金)　茶話会　｢交流プラザさいわい｣　7家族の参加｡

9月9日(日)　交流会　阿寒｢赤いベレー｣11家族30名参加｡

焼き肉､スイカ割り､シャボン玉をして

楽しみました｡

今後 茶話会
中学生～成人を対象にした交流会
冬の交流会　　などを予定しています｡

『l BD釧路支部

4月　8　日

4月22日

8月12日

8月26日

9月　9　日

10月21日

事務局長　阿部　雄二qb

第1回役員会
第2回役員会
第3回役員会
第4回役員会
第5回役員会
北海道潰癌性大腸炎･クローン病友の会釧路支部
200　7年度　定期総会

DVD鑑賞会･交流会

定期総会10月に行う予定です｡時期が遅くなり皆様には大変ご迷
惑をおかけしておりますが､今年は医療講演会のDVD鑑賞会を併せ
て行おうと考えておりますので､どうぞよろしくお願いします｡
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1筋無力症友の会

嘉川根地区懇親会の報告

事務局　　橋本　秀子

去る6月　2日(土)釧路東急インホテルレストラン洋室にて懇親会

を行いました｡
1年半ぶりの会合に､ 5名の方が集まり､ 18年度の会計報告､今

年度の活動予定､そして皆さんの近況報告など､和気あいあいと請
がはずみ､とても有意義な時間がもてました｡

●活動報告
5月15日　　　　　釧根地区連絡会通信第1号発行

6月2日　　　　　釧根地区懇親会(釧路東急ホテルにて)

8月28日　　　　　通信第2号発行

9月22日′-23日　釧根地区一泊旅行会

(｢ホテルテレ-ノ｣にて)

■ベーチェット病友の会

代表尾崎友子

●医療講演会のあ知らせ

日　　　　時　　平成19年･11月10日(土)13:30-16:00

場　　　　所　　釧路市交流プラザさいわい

テーマ(仮)　　ベーチェット病と最新情報

講　　　師　　釧路労災病院　副院長　　宮城島　拓人　民

※　今年はベーチェット病友の会創立10周年の年でもありますの
で､是非お出掛け下さい｡参加費無料です｡

当日は沢山のご参加をお待ちしております｡
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『肝炎友の会

事務局長　　梅津　別行

11人の参加で､今年もパークゴルフ･ミニ医療講演会･総会･交

流会を行いました｡ 7月1日に標茶町｢憩いの家｣茅沼で会員の皆
さんは1日ゆっく　り｡パークゴルフは3組に分かれ｢奮闘｣し､そ

れぞれ成績はホドホドでした｡ 1年に1回だけプレイする田辺先生
も少し慣れてきたようです｡ (毎年､総会に参加していただき､感

謝)ここの芝生には､鹿の糞があちこちにあり､それが｢成績｣に

影響があったかもしれません｡それでも､お互いの近況を出し合い
ながら楽しむことができました｡患者会の｢良さ｣ですね｡ ｢少々､

お金がかかっていいから､来年は養老牛で1泊して交流したいね｣
という声があり､ (事務局長としては)そうしたいと思っています｡●

来年､報告できるようにひとり一人の会員に電話をする予定ですo
(がんばるぞ! )

さて､今年は､肝がん検診を｢復活｣できるかどうか､検討した
いと思っています｡難病連のみなさんとも相談しながら進めますの

で､そのときはよろしくお願いします｡

『網膜色素変性症協会

代表　　村上　和繁

9月29日(土) 13時から｢交流プラザさいわい205号室｣において､●

交流会及び相談会を行います｡
この会は､釧路だけの取り組みではなく､北海道支部の取り組み
して行い､札幌や旭川等､全道各地にいる会員が参加する予定です｡
内容は､函館の国立視力障害センターの山田先生に来て頂いて､
ロービジョンのお話しを何います｡内容の検討はこれからですが､

年金相談などもしたいとの声も出ています｡難病連の皆さんにもご
協力いただきながら成功させたいと思いますので､よろしくお願い
します｡
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■脊髄小脳変性症友の会

代表　荒川　美恵

活動報告と予定

4月21日(土)　　　総会･交流会　　　　(交流プラザさいわい)

6月30日(土)　　　第1回　役員会　　　(交流プラザさいわい)

7月7日(土)　　　道友の会　総会　　　(札幌)

7月28日(土)　　　第2回　役員会　　　(交流プラザさいわい)

8月4･5日(土･日)　全道集会参加　　　　　(札幌)

9月11日(木)　　　第3回　役員会　　　(あいば-る)

9月30日(日)　　　ことばのリハビリ講座(あいば-る)

10月27日(土)　　　第4回　役員会　　　(交流プラザさいわい)

● 12月1日(土)　　クリスマス交流会
※脊小だよりの発行
※会員宅　訪問

総会･交流会に参加して

副代表　　高橋　正幸

私達､脊小患者は､ともすれば家に引きこもりがちになりますがどうでしょうか｡私も

以前は､そうでしたが､ 2004年10月2日に行われた交流会に初めて妻と参加して､多くの

仲間が居ることを知り同じような悩みをかかえていることがわかりました｡それ以来､機

会ある毎に参加させていただき､多くの人達と出会い､色々なことを学ぶことができまし

●芸: 2HOA5三言三富i_02kの会の役員を引き受け､役員や会合に出席することが凱くて､毎

今回の総会でも同じようなことを皆さんが話していました｡なんでも話せるようになり､

回を重ねる毎に楽しく､仲間のみんなが明るくなってきたなあと思い､うれしく思うとと

もにこれからの闘病生活に大きな勇気をもらっていますo　今回の交流会も､いろいろ話を

する皆さんの表情がとても明るく､特に山願さん､舛屋さんは､仲良く明るく会を盛りあ

げてくれましたo　又､三宮さん､永田さんは､高齢でも､リ-ビリなど非常に日常生活を

前向きに努力されていることを知り､大変､勇気づけられました｡私も当面の目標として

お二人に近づけるようリハビリに力をいれていきたいと思っていますo

友の会の今年の活動計画が大まかに決まりましたが､実際の企画運営は､荒川代表､小

川副代表､細越事務局長の方々にやってもらっています｡本当に感謝申し上げます｡私達

もできるだけ参加して､明るく楽しい友の会にしていきたいと思いますので今後ともよろ

しくお願い致します｡
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前向きに努力されていることを知り､大変､勇気づけられましたo　私も当面の目標として

お二人に近づけるようリハビリに力をいれていきたいと思っています0

友の会の今年の活動計画が大まかに決まりましたが､実際の企画運営は､荒川代表､小

川副代表､細越事務局長の方々にやってもらっています｡本当に感謝申し上げます｡私達

もできるだけ参加して､明るく楽しい友の会にしていきたいと思いますので今後ともよろ

しくお願い致します｡

)膨原病友の会

代表　　鈴木　裕子

9月15日(土)　　中標津町北ホテルにて

リウマチ友の会･勝原病友の会　交流会

9月16日(日)　　中標津町総合文化会館にて

リウマチ･勝原病医療講演会
講師　北大教授　′J､池　隆夫　先坐

10月6日(土)　　小樽　ロディオスターにて

勝原病友の会北海道支部
35周年記念宿泊交流会

●

1白糠分会より ●

分会長(支部副支部長)　　関　精逸

例年実施している白糠分会の交流会を今年度は7月14日(日)に10

名が参加して実施しました｡最初に釧路市動物園を見学しました｡
入園者は余り多くはなく､動物たちも退屈そうでライオンなどは寝
ていました｡見学の途中､体調を崩した方がおり､途中で引き返し､

車の中で休息し､安静にした結果､回復しましたが､一瞬ドキンと
するハプニングもありましたQ　その後､鶴居相の運動広場で焼肉の

昼食をとり､午後からはグリーンパークで風呂に入り､汗と疲れを

流し､休憩懇談をして､楽しい1日を過ごしました｡難病患者にと
っては､日頃外出する機会が少なく､このような交流の行事は楽し

みばかりではなく､ご自身の体調管理による元気の源になるのでは

_ll -



【寄稿】
後縦靭帯骨化症友の会会員になって

後縦靭帯骨化症部会　　鈴木　彰

幼児の時に屋根からの落雪で足を折った｡その後52歳の月旦嚢摘出手術迄大きな病気は

無かった0　66歳でイレクスで手術C　続いて術後便秘で痔の手術o　加齢による通院は確実

に多くなった0　70歳で左手の上腕部に軽いシビレを感じ､脳血管の障害が心配で脳神経

外科に検査をお願いしたC　医師の説明は｢脳の血管は年齢に見合った普通の状態Q　ただ

頚椎に狭くなった部分があり､神経が圧迫されているのがヲ奉れの要因と思われる｡年齢

も考慮すると手術するかどうかは本人の意志によるが､今後症状が悪化しない保証は無
い｡｣との話し.様子を見て1年間o　辛くならなければ手術は考えないと思っていたが､

しびれが指先まで及んだので,気持ちが揺れ動いた｡セカンドオピニオンを札幌医大に

I,誉HJ; ::這...II. ';:I: 'J-:.:.十｣::･ ∴`志告:'.:: I.I:rl.'･ :_I ∴:∴∴莞.I;:; i-:･l i:.l還し-:. I.L.

思ったが､少しずつ腕のシビレが強くなって来た｡病気に関する情報が欲しくて､電話

の104で難病に関する機関を知るという原始的な方法で､ ｢北海道難病連｣ (北海道後縦

靭帯骨化症友の会)を知り会員になった｡ ｢医療講演会｣の報告を送ってもらったり､

帯広で開催された講演会にも参加した｡病気や患者に関する情報は新鮮で興味深かった｡

会の理念も規則も知らない会員だが､患者会の三つの役割の､ ｢1.病気を正しく知ろう｣

と｢2.病気に負けない様にしよう｡｣ ｢3.本当の福祉社会をつくるために｣は理念とし

て在職中も努力して来たつもりo　現在はせいぜい会費を納めるだけの会員だが､足手縫

いにならない様にしたいと思う｡

釧路地区の同病の患者数は75名内会員は18名｡鶴居村の特定疾患医療受給者は29名､

会員数不明｡内容は憶測するしかないが､自分の体験から､組織を知らない人も居る様

な気がする｡高齢､重症で退会したり､年間3千円の会費の負担も大変と言う方も居る

●と思うが､会を知らない人には是非知って漂いたい｡この病気になってから､医療関係

のTV番組､新聞雑誌の記事は詳しく読むようになった｡この数か月では1.自治体病

院の赤字増加0　2.医師や看藩士の過密勤務｡ 3.医療機関や診察科目の偏在o　などが気

になった｡いずれも患者会と医療従事者が共闘出来る問題だと思う｡無駄を省くのは大

切だが､医療は営利となじまない部分がある｡医療に従事する人達の勤務条件にゆとり

が出来ると研修の機会が増え､質の高い医療につながる事になるし､医療ミスも減る｡

日本の｢健康保険全員加入方式｣は世界でも優れたシステムだそうだが､運用は改善す

る余地が沢山あるC　道東の様な医療過疎地にも光を当てて欲しい.全国の医師数は28万

人､人口10万人あたりの医師数は全国平均212人.北海道は216人｡一見納得しそうな統

計値だが､その殆どが札幌圏に集中o釧路から400knの距離､特急で4時間を考えると､
--つの地域で括って黄いたくないo　医療過疎地の道東は10万人あたり100名を少し上回

る医師しかいない事になる｡ ｢格差問題｣が参院選の争点になったが､医療の格差は無

くして欲しい｡
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｢N PO北海道神経難病研究会との連携について｣

釧路支部長　　佐藤　信洋

同研究会では7月28日(土)に釧路市生涯学習センターで｢脊髄
小脳変性症の特徴とそのケア｣について釧路労災病院神経内科部長
津坂和文医師を講師に開催されました｡同研究会が釧路では初めて
の研究会であり､難病連釧路支部として保健所､マスコミ等の紹介

等お手伝いをし､当日は患者とご家族も出席させていただきました｡
同研究会では今後も釧路で各難病研究会の行事予定であり､難病連
釧路支部としても是非連携をさせて頂きたいと思います｡

●
設　　立　　趣　　旨

神経難病は､原因不明･治療方法が未確立･慢性に進行し重度の機能障害

を伴う病気です｡患者と家族の方々は進行する過程で身体的･精神的･社会

的に大きな負担を負うことになり､代表的な病気の多くは国･道の定める特

定疾患の指定を受けています｡

北海道全域で生活されている患者･家族の方には､医療はもとより看護･

介護･リハビリテーション･社会資源の適切な利用色々な情報の提供など多

くの援助が必要となり､いつどこにいても提供が受けられる､より充実した

環境が求められております｡それは､ 1施設や特定の職能などで負えるもの

ではなく､公･民･施設･職能間の協働が必要なことは周知のことでありま

す｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

医療福祉制度の改正､医療の進歩､ケア方法の進化など､変化する環境を

踏まえ､今般､神経難病の患者家族の方々を支える関係者などで構成する｢特

定非営利法人　北海道神経難病研究会｣を設立することと致しましたa

研究会を法人化することにより､より多くの方々に亨舌動を知っていただき､

誰もが参加できる組織にしたいと考えております｡
この研究会は､関係者の研鎖のための講演会･講習会､関係者や患者家妖

の方々-の情報提供･相談事業､関係機関との連携(ネットワーク)づくり

などの事業を行う予定です｡

事業の実施に当たっては､前身であります｢北海道神経難病看護研究会｣

での4年間の全道6地区(道央･道南･道北･オホーツク･十勝･釧根)で

の看護職の研修会(通算19回) ･情報交換会､道保健所との共催による講演
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会､学会の協賛等の活動経験､実績を土台とし､地域の特性や需要を踏まえ､

各市町村や関係団体等と積極的に連携を図りたいと考えております｡

平成18年10月1日

特定非営利活動(NPO)法人

北海道神経難病研究会

N P O道神経難病研究会

14

北海道新開　朝刊
7月27日(金)掲載
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｢す　わ　や　か　釧　路｣通信

現在､登録会員の高橋亮三君､常田進一君､稲田誠司君を派遣し
ている｢弁当のやまだ｣さんがどのようなお店かご紹介します｡

北海道新開(夕刊)平成19年4月14日　掲載
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年表状.お正7g飴T)の注文lま
『さわやか釧路』で

年賀状･喪中はガ音印腐注文賛付中!

@　お正月飾り･年賀状販売で得る利益は､難病連各部会の
大きな財源となります｡皆様のご協力をお願い致します｡

昨年ご愛顧いただきましたお客様には､仕上がりの良さや価格
の安さ､きめ細やかな対応等､大変喜ばれました｡口コミ等で年
々受注枚数も増え､ 『さわやか釧路』で働くみんなの励みと自信に

なっております｡ 1件1件､心を込めて作成する事を基本として
おります｡

｢見本チラシ｣を同封いたします｡ご近所やお知り合いの方にも

ご案内いただき､ご注文下さいますようお願い申し上げます｡尚､

『さわやか釧路』には｢実物大の見本集｣も用意しております｡
ぜひ一度お立ち寄り下さい｡皆様からのご注文を心よりお待ち申
し上げます｡

※お電話下されば､ご注文を承りにお宅-伺います｡ (市内限定)

※FAXがある場合はFAXで原稿の確認が出来ます｡

●

2008年　お混同細り髄轟申
新年を迎える気持ちを大切にしたい｡

お正月飾りのカタログを同封しましたので､出来るだけ各部会で
とりまとめ『さわやか釧路』 -､又､所属部会のない方は直接､ 『さ

わやか釧路』までお早めにお申し込み下さい｡

詳しくは､カタログをお読み下さい｡　　　　　,｡

締め切りは

年賀状･喪中ハガキ1 2月20日

正月飾り　　　　　　　1 2月1 4日
守くて大きLl.)
(箱入りです)

(財)北海道難病連釧路支部運営
障害者地域亨舌動センター『さわやか釧路』
〒085-0007釧路市堀川町5-16　TEL 25-2012 / fax25-2042
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JPA園会話腰署名･寄金に=J協力を!
｢署名用叙｣を捨てるここIS
''?=自分の将来を捨てる皐につながLlまttんか｡

豊慧悪霊芸誓芸霊芸芸芸警書芸讐bLb､ ､,輝く瑚く画王噛く､一
様に署名･募金のお願いをしておりま
す｡ 2003年より所得による患者負
担の増額となりました0　---人一人が声 署
を上げ､この活動にご協力いただくこ　く)
とが､私たちの願いを叶えられる第一
歩です｡
同封いたしました｢署名用紙｣は無
駄にすることなくご家族やご近所､お
知り合いの方に署名をいただき､お早

審
ハ

◆取り組み期間◆

200り年10日
i

2008年2日28日

)廟くさ廟く;廟く;輝く

めに支部事務所や各部会の役員の皆さんにお送り下さいますようお
願い申し上げます｡

ドヽ

I
ヽ

I
ヽ

I
ヽ

l
ヽ

l
ヽ

l

募集しています

活動資金の安定確保の為､

年会費(ご寄付)をいただき､

機関誌などを送付しています｡

個人会員　　　　1口　　2, 000円

法人会員　　　　1口　10, 000円

郵便振替口座　　小樽8 -19713

口座加入者名　　(財)北海道難病連

(同封パンフレットを参照下さい)

i年会費
ヽ　　　仙l

l
ヽ

l
ヽ

-
ヽ

I
＼

し

難病相談室を開設しています

j難病連釧路支部内に相談室を設けています.
いろいろな事をご相淡下さい｡

(1)疾病のこと

(2)特定疾患のこと

(3)介護保険のこと

(4)年金､身障者手帳のこと

(5)その他

開設期間

毎週　月～金(祝日休み)

AMg:00-12:00

場　　所　難病連釧路支部内相談室

釧路市堀｣=町5-1 6

TEL 0154-25-2012　FAX 25-2042
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匪　編集後記
r呑っし-ね1-Jがさし-きつがbLIl=甘っtl.今年Ql夏毛+.lhヒか秦Lt越え
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¥ 5¥5論31始Ihようわ､甘～気小Lさもう韻書の歓T寸｡
絹隻貴　弘無巾在辞令　　枯本　葬与

r7年.lL.･Lllこ　rくしう薄よっLt｣ ql見物t=昨っI-(きt-.o今年Lさ繁く〇回の記念

の年で敬句くれ催し物が計画されてし11:-Lが､ lBBの8月◆BLさ錆色Ll:--負

風5･号のR,,,晋でヰび軸q' r市R漉しHfL-ド｣が中止ヒf･Hl･馨し311こして

L,tf;qtに捕食tごつT=○
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舵.:1.震三春よっし-恥で､来年こ‥B恥晴天も祈もげ…でもも｡
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アロマキサンドlL

ヰ○痕えげ知も赤毛
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